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そもそも、今
いま

の時
とき

、法
ほ け

華経
きょう

を信
しん

ず

る人
ひと

あり。あるいは火
ひ

のごとく信
しん

ず

る人
ひと

もあり、あるいは水
みず

のごとく信
しん

ずる人
ひと

もあり。聴
ちょう

聞
もん

する時
とき

はも
燃

えた

つばかりお
思

もえども、と
遠

おざかりぬ

ればす
捨

つる心
こころ

あり。水
みず

のごとくと申
もう

すは、いつもた
退

いせず信
しん

ずるなり。

これは、いかなる時
とき

も、つ
常

ねはた
退

い

せずと
訪

わせ給
たま

えば、水
みず

のごとく信
しん

ぜ

させ給
たま

えるか。と
尊

うとし、とうとし。
　　（御書新版１８７１ページ・御書全集１５４４ページ）

さて今の時、法華経を信ずる人がいる。あ
るいは火のように信ずる人もいて、また水の
流れるように信ずる人もいる。（火のように
信ずる人というのは、教えを）聴

ちょう
聞
もん
する時は

燃え立つように思うけれども、時が経
た
つにつ

れて、それを捨
す
ててしまう心を起こしてしま

う。水の流れるように信ずる人というのは、
常に退

たい
する心を持たずに信ずる人をいう。

　あなたは、いかなる時も常に退
たい
することな

く私（日蓮）を訪
たず
ねられるのであるから、水

の流れるように信じられているのであろう。
尊
とうと
いことである、尊いことである。

水が流れるように持続の信心を！

こんにちは、レオです！　今日も一
いっしょ
緒に学んでい

こう！
　今回学ぶ「上

うえ
野
の
殿
どの
御
ご
返
へん
事
じ
（水

すい
火
か
二
に
信
しん
抄
しょう
）」は、

１２７８年（建治４年）２月、日蓮大聖人が５７歳
の時、身

み
延
のぶ
の地で認

したた
められ、２０歳の青年門下・南

条時光に送られたお手紙です。飢
き
饉
きん
や疫

えき
病
びょう
で、社会

が騒
そうぜん
然とする中、時光は求道心を燃やし、御

ご く
供養

よう
を

続けました。
　そんな時光に対して大聖人は、信

しんこう
仰の姿

し
勢
せい
には「火

のごとく」と「水のごとく」の二つがあると仰
おお
せです。

　「火のごとく」信ずるとは、薪
まき
をくべた火が、最初

は勢いよく燃え立っても時が経つと火が弱くなって
しまうように、教えを聞いた時は感動しても、時間
の経過や困

こんなん
難に直面するなどの理由により、決意が

揺
ゆ
らぎ、信心が弱くなってしまうことの例えです。
　これに対して「水のごとく」とは、川の流れのよ
うにとどまることなく、求道心を持ち続けながら前
進する「持続の信心」であるといえます。

　どんなことがあっても信心、そして師
し
匠
しょう
を求める時

光の姿勢をたたえているんだね。
　ある未来部員の兄弟は、兄が薬

やくざい
剤師

し
になることを志

こころざ

し、信心根
こんぽん
本に薬科大学に合格することができたんだ。

　兄の姿
すがた
を見ていた弟も、高校受験を機に朝

あさばん
晩の勤行

を実
じっせん
践。だけど受験の３カ月前、お母さんにガンが見

つかって、無気力になり、次第に御本尊の前に座
すわ
れな

くなってしまったんだ。それでも、家族からの励
はげ
まし

でお題目と勉強に全力で挑
ちょう
戦
せん
して、第一志望校の合格

を勝ち取ったんだ。決意が続かない時にこそ〝頑
がん
張
ば
ろ

う〟と生命力を引き出すのが信心なんだね。
　池田先生は語っています。「持続というのは、ただ、
昨日と同じことをしていればよいのではありません。
『日々挑

ちょう
戦
せん
』『日々発

ほっしん
心』ということです。信心とは、

間
かんだん
断なき魔

ま
との闘

とうそう
争であり、仏とは戦い続ける人のこ

とです」
どんな困難があっても、悠

ゆうぜん
然と流れる水のような信

心で、勝利の一日一日を歩み抜
ぬ
いていこう！


